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誤 用 分 析
一 「努 力に勉強す る」 をめ ぐって一










下 に掲 げた例文1は,胡 振平等r日 語病旬剖 分二百例ヨ(上 海課文出版
社1986以 下,匠病剖』 と簡称 します)P.172に挙 げ られた,中 国人学生
による誤用例 であ ります。 これ が,学 生 自身 が題 を与 え られ て主体的 に作
文 した ものの中に現れ た誤用例 なのか,後 ろ に紹介 す る例文3の よ うな中
国語 の文 があって,そ れ を日本語 訳 した ものかは不 明であ ります が,r要
表達的意思1～ ～」(言わんとす るところは こ うで あろう)というコメ ン ト
が綜 ナられて いる ところを見ます と,前 者 のよ うで はあ ります。例 文2に
付 け られてい る○は,編 著者 による解答例 であ ります が,そ れ に()を 付
けたのは,私 に少 し疑 問が あるか らであ ります。
1.x日 本語 を身 につ けるため に,毎 日努 力 に勉 強 しています。(病剖)
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2・(O)日 本語 を身 につ けるために,毎 目努 力 し て勉 強 し て い ま す。
(病剖)
敢 えて言 うな らぱ・表面的 には,編 著者(胡振平 氏 たち)の原 因分析 にもあ
あるように,「 形容 動詞興動 詞混渚 」(形容動詞 と動 詞 の混清)で あ ります
し,「壱的意義興形容詞相似,語 尾変化又興(助)相似,所 以才叫徹形容動
詞 」 働 詞 それ一 形容動詞 一 と形容詞 は よ く似 て い る。 語尾変化 も
(助)動詞 の似 てい るため,形 容動詞 と呼 ばれて いる)とい う解説 にも無論
誤 りは ない よ うに思われます。 ただ,仮 に》
3・ 爲掌握 日語,毎 天在努力學習。(病剖〉
とい う中国語 が与 え られ,そ れ1こ対す る 目本語訳 が求 め られた とす るケー
ス を考 えてみ るな らば,誤 用 を犯 した学生 に ちよっと同情 した くもなるわ
けであ ります。3の 文 が
4・ 爲 掌握 目語,毎 天努力學習。
で あった らど うなるで しようか。単 に品詞 の使 い間違 い,つ ま り動詞 を使
わ なければ な らない ところ を形容動詞 を使 った とい う こ と な の で しょう
か。 そク)奥にもっと重大 な ことが潜んで いる¢)ではないで しょ うか。
2,
先ず,3の 例文 で,「在 」 がどこまで かか るか を問題 としてみま しよう。
胡氏た ちは 「努力學習」 を一塊 と理解 した と思 われ ます。 そ うした二語 か
ら成 る動 詞旬 を副詞 の 「在」 が修飾 してい るとい うわ けであ ります。 その
意味で は,例 文2は 妥 当な 日本語訳 とな るで しょ う。 それ では,2の 文 章
を検討 して みた い と思 い ます。「努力 して勉 強 して いる」 とい う時 の助詞
「て」 は,ど うい う意味 を持 ったものであ9ま しようか。 「て」 はなかなか
の曲者で あ ります。「努力 して」,「頑張 って」 とい う時の,こ の 「て」 には
様 々 な解釈 があ ります。諸 家 によって さま ざまな説 があ ります が,最 も詳
細 な森 田良行 『基礎 目本語辞典』(角川書店1989)では,こ れ を 「並列 」,
r対比 』,r同時進行」,r順序」,「原因 ・理 由」,r手段 ・方法」,r逆接 」,r結
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果」 のよ うに,八 つに分類 します。以下,こ の分類 を参考 に して,そ れぞ
れ に対応 する と考 え られ る 日本譜訳 を作 ってみる ことにします。
5・ × 日本語 を身 につ けるた めに,毎 日努力 して(そ して!そ れか ら)勉
強 しています。[並列1
6・x日 本語 を身 につ けるた めに,毎 日(×xは)努 力 して,(OOは)勉
強 しています 。[対比]
7・ ～日本 語 を身 につ けるため に,毎 日努力 し(なが ら/た まま/た 状態
で)勉強 してい ます。[同時進行1
8・ × 日本語 を身 につ けるため に,毎 目努力 して(その後で/そ れか ら1
ず っと)勉強 してい ます。[順序1
9・ × 日本語 を身 につ けるため に,毎 日努力 し(それで/や む を得ず)勉
強 しています。[原因 ・理 由]
10・(○)日本語 を身 につけ るために,毎 日努力 して(する ことによって!
す ることで)勉強 しています。[手段 ・方法]
1L× 日本語 を身 につ.けるために,毎 日努力 して(い るのに)勉強 してい
ます。[逆接]
12・×巨本語 を身 につ けるため に,毎 日努力 し(た場合/た 結果 〆たの
で),勉強 して います。[結果1
となるで しよ う。
さて,2の 文章 をも う一度眺 めてみた いと思 います。まず,「毎 日」 とい
う時間詞の ことで あ ります が,r毎 日～て÷いる」 の形 で,r同一 主体の繰
り返 しの行 為」 を表 して いる(吉川武時 「現代 日本語 動詞のアスペク トの
研究」『日本語 動詞 のアスペ ク ト』1976麦書房所収)わ けで あ りまして,こ
の構文 を取 る時,習 慣性 を持 った行為 が繰 り返 され ること を表 して い ま
す。 したがって、 中国語 訳 をした3の 文は.副 詞 「在 」 があって もいいで
す レ・ 同 じく副詞 「正在」 があって もいいで しょ う(私のお尋 ね した二人
の先生 は,等 し く 「正在」 を使 うのがいいとおっ しゃっています)。ある
いぽ,・「在 」,「正在」 がない形で も成立する と思 われ ます。動詞 の現在 形
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は習慣 も表 し得 るか らであ ります。 む しろ,単 純 に。毎 日の繰 り返 しを言
うのであれば,斗 の方 が相 応 しいと言 えるか も知れ ません。
それでは,次 に5～ 珍 を検討 してみ ることに しま しよう。5は,「努力す
る」 と 「勉 強す る」 とい う行 為 カミ順序 を問 わず に並 んで いる ことにな り,
r努力す る」 こととr勉 強 する」 こと どの関係 が希薄で あ ります・ この二
つの動詞 は無 関係で しょうか。何 の関係 もない とすれば・ ここでは非文 と
な ります。6は,も しこの文 が 「対比」 を表 している とすれ ば,「xxは こ
うだ」 が 「OOは こうだ」 とい うよ うに,主 語 が二つな けれ ば 「対 比」 の
意味 とはな りません。・しか し・ この文 の主 体は・ ある特定 の一人 なので あ
9ます。 よって,非 文 とな ります。7は,前 件 の 「努力 す る」 こ とが後件
のr勉 強す る」 ことと何 らかの関係・つ ま り連用修飾 の関係 を持つ ことが
で きるわ けで あ 塑ます が,「努力 した状態」で 「勉 強す る』 とは,一 体 ど
のような ことで しようか。 「努力 した状懇」 が明 らかでな レ、た めに,こ の
文章は分 か りに くい ものとなって しま うわけです。 ～をつけたの もそれ に
よ り集す。8は,「努 力 し」 た後で 「勉強す る」 とい う連用修飾 関係 には あ
るのです が,意 味的 にはr努 力す る」 ことがあって,順 序 と してr勉 強す
るJと い うのではないはずです。 また,「 努力す る」 ことの内容 がやは り
よ く分 か)ま せ ん。 こ うい うわけで,こ の文章は成 立 しにくい と思われ ま
す。9は,「努力す る」 ということが原因 ・理 由で,連 用修飾 的 にr勉 強す
るJを 修飾 していることにな ります が,実 際は そ ういった こととは関係 な
いわけであ ります。 よって,こ れ も非文で あ ります。10は,「 大 いに努 力
す る1頑 張 る」,「勉 強す る」 とい う二つ の意志 的行 為が 「て」 を介 して こ
れ を結ぶ揚合,「手段 ・方法」 とす るのが最適 ではあ りま しよ う。 しか し,
これ まで再三述 べ てきました ように,「努力す る」 ことが,何 に対 して 「努
力 す る」 のかは っき りしなければ,文 章 と して未完 の感 じ を免 れ 得 ま せ
ん。○ に()を つ けたの もその理 由か らで あ 曇ます。11は,論 理的 には あ
り得 ませ ん。後件 はマイナスの意 味 の動 詞 がこなければな らないはずで あ
ります(森田良行,前 掲書)。r勉強 す る」 はむ しろ,プ ラスの意味 を持 った
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動詞 とな りまず。工2は,あ れ これ 「努力 し」 た結果 として,や っと 「勉 強
す る」 よ うになった のでは あ りませ ん。以上 の ことか ら見 ます と,ど うや
らr努 力す る」 とい う動詞 の使用 が5～12の文章 を成 立 させな いか,あ る
いは成立 しに くくさせて いるのではないか と言 うことびで きるで しょ う。
中国語 のr努 力」 という言葉 をもう一度確 かめてみた いと思 います、 こ
れは 以前 書いた ことが ある(拙論r日 中形容詞 の対 照一 連用修飾作用 を





1尋.私た ちは努 力家 です。
とします。 日本で発売 され ている相 当数 の中国語辞典 が 「努力」 を動詞 の
カテ ゴリーの中 だけに入 れ て い る(『中 日辞典』 小学館 ・北京商務印書館
1992)にもかかわ らず,き わめて器用 に例文14の よ うな 日本語訳 をするわ
けであ ります(光生館 『現代中国語辞典』1986では,「[形1努力す るさま」
とい う項 目を掲げ るようになPま したが,以 前 はあ りませんで した。 しか
し,こ れ だけの情報 を利用 して 日本 語訳 をす るのは,知 識 の少 ない学生 た
ち1ことっては,非 常 に難 しいよ うです)。例文 の14が あなが ち誤訳で ない
のは,「 すべての名詞は,述 語 であるこ とのなかでその身代 オ)りを形容詞
に持つ」(川端善 明 「用言 」『岩波講座 日本語』6「文法1』 所収)か らだ




等 と訳 しています。15の例文 で ～マーク をつ けたのは,何 に対 してr一 生
懸命」 なのかは っき りしないため に,多 少 の未完性 を感 じる とい う意味 で
す が,全 くの誤 りとは言 えないと思 います。無 論,r努力」 には,r努力 す
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る」 とい う動 詞 渉あるわけです し,「努 力」 という名詞 もあるわ けです。そ
の他 に,「頑張 ってい る」,「努力 している」(動詞的意味 が強 い),「懸命 だ」・
r一生 懸命 だ」(形容詞=形 容動詞)の意 味 の形容詞 もあ ります(前述r漢 語
三千常用詞表』)。それは,四 字句で ある 「努力學習」 が 「努力地 學習」 の
「地」 を ドロップア ウトさせ た慣用 的 な句形で ある と考 えれ ば,分 か りや
す いので はあ りませんか。要 するに,例 文2は 「努カ ナ る」 とい う動 詞 を
用 いたために,中 国語 の 「努力」 とい う,連 用修飾作用 を持 った語 の作用
に対す る理解 を誤 ったとい うことになるので はないで しよ うか。
なお,日 本語 で 「サ変」 の動詞となる ことができ,か つ中国語 で詞 性 が
形容詞 であ る語 としては,「努力」 を初 め として,「緊藍 」,「了解」,「理解 」
な ど誤 あ ります。例 えぱ,中 国語 の 「緊張」 は,例 文17の ように使 われ,
例文18の よ ラに日本語 として,誤 用 され ることが あPま す。
17.最 近工作根緊張。
18、近頃仕 事 がとて も緊張 です。
これは,中 国語形容詞 の 「緊張」 を目本語 で ある 「緊張/緊 張す る」 にそ
のまま移 し替 えた ところに誤用の原 因び あるわ けです。一方 日本語 では
名詞 としか考 え られ ない中国語形容詞 「精神」 は,却 クて誤用 が少 な いと
予 想 され ます。例 えば,例 文19の よ うな中国文 があった とします,
工9・侭今天 根精神。
r君,今 日は,カ ッコいいね」等 という意味 になるか と思 います・ ま だ私
はその誤用例 を 見た ことが1ありませ んので,確 かな ことは言 えません が,
さす がに 「君,今 βは精神 だね」 とは な らな い で し ょ う。中国語形容詞
「精神 」 に,「瀟洒 だ 、'スマ」 トだ」 とい う意味 があるか らと言 って,「君,
今 目は精神的 だね」 ともな らないで しょう。 日本語 の 「精神」 は,目文字通
り頭悩及び頭脳 の働 きによって生 じたものに対 してのみ使用 が可能で ある
か らではないで しょうか。 だか らこそ,「今 日」 とい うかな り具 体的 な言





以 上 のことか ら考 えてみて,1の 例 文は,『日語病句剖析二百例 』 の指 摘
にあるよ うな,本 来 は動 詞で あるのに,そ れ を形容詞(形容動詞)に誤 って
しまった とい うのではな く,彼 か彼女 は,「努力」 の詞性は理解 して いた
けれ ども,日 本語 に改 める際,語 彙 の貧弱 さか ら来 る言葉 の選択 の誤 りを
犯 したか,文 法事項 がきっち りと身 につ いて いなかったた めに形容詞 の活
用形 を誤 って しまった とい うのか,真 実 に近 か ったのか も知れ ませ ん。逆
の立揚 か ら言 います と,『 病剖』 の編者 たちは,目 本語 の 「努力 す る」 と
いう言葉 に幻惑 され て,形 容詞 が用 言 を修飾 す るとい う働 きを見落 とした
ため に,当 該語 の詞性 を見誤 った とい うことにな るで しよう。 こうした誤
りは,例 文14に あるよ うに,む しろ 日本人 が よ くす る ものであ ります。
以上お話ししてきましたように,目中対照研究は中国人学生が 日本語を
学習する時起 こる誤 りの原因を理解 し・分か りやす く解説するのにも,十
分寄与す ることができるものと,私は確信 してお 勢ます。今後の日中両国
の関係者の益々の相互交流 が望 まれる次第で あります。
(この原稿 は,前 書 きで も少 し触れた よ うに,1993年12月9日,北 京 目
本学研究 センターで行 われた同セ ンター主催 の第九回r公 開講座」 にお い
て・筆者 がr目 中対照研究 と目本語教育」 と題 して講 演 した内容 の一部 を
本誌 のため に補筆 した ものです。〉
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